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ABBジャパンの最新情報をお届けするニュースレター

米、日、仏に次ぐ世界第4位の自動車生産国になった中国。
ABBは塗装技術の面から、中国の自動車産業を
リードしてきました。その中心を担ったのが、
ABBジャパンのペイントテクノロジーエンジニアたちです。
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ABBジャパンのATMA（ロボット・
マニュファクチュアリングオートメーション
部門）は、ABBグループのアジア太洋
州地域における塗装ビジネスのリードセ

ンターの任にあります。現地のABBと連
携しながら、韓国、台湾、中国、マレーシ
ア、タイ、フィリピン、インド、インドネシア、

モータリゼーションの夜明けを支えるABBテクニカルセンターが
新装オープン
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オーストラリアといった国と地域で、自動
車外板塗装向けを中心に約60の工場
新設・塗装設備更新プロジェクトを通じ
て、250台以上の塗装ロボットを提供し
てきました。
中でもここ数年、プロジェクト数が急増

しているのが中国です。ABBの塗装ロ
ボットは現在、同国の自動車の外板塗装

せんでした。
「私たちは競合他社の値引き競争に
巻き込まれず、ABB製品ならではの塗
装品質と塗装効率の違いを訴えました」
と海外営業グループの孫田一徳は当時
を振り返ります。2001年は翌年のWTO
（世界貿易機関）加入を控えた中国の
自動車産業が、国際的な競争力を持つ
べく劇的な変化を迫られていた時期でし
た。「外板塗装のつややかな美しさは自
動車の美観を左右するだけでなく、風雨
や日差しから自動車を守るという点からも
最終製品の品質にかかわる重大な要素
です。また、塗料や溶剤のムダを抑える
ABB製品の塗装効率のよさは、材料費
の節減はもとより、環境負荷の低減によっ
て環境コストの削減にもつながるので
す。国際的な競争力を実現するために
は、相応の設備投資が必要なのをご理
解いただいたことが受注につながりまし
た」。ABBが中国でレシプロケーターを
最後に受注したのは翌2002年、以降
はすべてのプロジェクトが塗装ロボットに
切り替わりました。
ABBの塗装品質へのこだわりが高い
評価をいただいているのは、中国だけで
はありません。中国以外のアジア太洋州
地域の自動車メーカーにも、ABBは最
先端の塗装設備を提供してきました。
例えば、マレーシアの国民車メーカー
であるプロトン社とのプロジェクトでは、
塗料入りのカートリッジを塗装機に直接
セットし、塗料チューブ内に残る塗料と
チューブ洗浄用の有機溶剤のムダをゼ
ロにする「カートリッジベルシステム」
（CBS）を、日本以外の自動車メーカー
に初めて提供しました。CBSと改良型の
「フラッシャブルCBS」を上塗りラインに
組み込んだ、塗装ロボット22台による中・
上塗りシステムは世界最先端クラスのテ
クノロジーです。

また、世界の注目を集める新興市場
「ＢＲＩＣs（ブリクス：ブラジル、ロシア、イ
ンド、中国）」として、中国に続き自動車
産業のブレイクが訪れるとみられるインド
でも、ABBはタタ自動車のプロジェクト
（2004年）でプロセスアームロボット14
台を導入したロボット自動化ラインを受注
しています。

「Plug and Spray」で
短納期を実現

ABBロボットの「Plug and Spray」
コンセプトも、成長市場のプロジェ
クトで歓迎されています。「Plug and 
Spray」とは、配線／配管をつなげれ
ばすぐにスプレー塗装ができるという意
味で、コンピューター用語の「Plug 
and Play（ドライバーのインストールな
どを自動化し、配線が終わればすぐに
使える）」をもじったものです。ノルウェー
のロボット工場や日本のエンジニアリング
チームが事前に十分なプログラミングを
行い、現場での作業を最短化します。
このコンセプトの導入により標準的なシ
ステムなら約30％の工期短縮（当社比）
を実現できました。
「テンポが早い成長市場ですから設
備更新の際にもライン停止による生産
量の落ち込みを最低限に抑える必要が
あります。そ の 点 でも『Plug and 
Spray』は大きな力になります。加えて、
限られた工期の中で、いつどのラインを
止め、どう工事を進めるのか……われ
われは今までの工事の経験から、その
ノウハウを積み重ねてきました」と海外
営業グループマネージャーの岡鼻宏和
は語ります。

3.5億円のコストセーブ

その一例が2003年の韓国現代自動
車アサン（牙山）工場の更新工事で

の分野でシェア50～60％と、トップクラス
のシェアを持つと見られています。前年
比2けたの急成長を続ける中国の自動
車産業に世界中から競合他社が集まる
中で、ABBの自動塗装システムが支持
をいただく理由はどんなところにあるので
しょう？

最高水準の塗装品質

2001年にABBが長安フォードへ提供
したシステムは、産業用ロボットのリーディ
ングカンパニーであるABBが塗装機専
用に開発した最新の「プロセスアームロ
ボット」８台と、水性塗料への切り替え
が可能なベル型塗装機、ロボットと塗装
の制御を統合して行うロボットコントロー
ラー、それらをラインまたはステージ毎に
制御するPCベースの制御盤という、日
韓を除くアジア太洋州地域で最高水準
の塗装設備でした。それまでの中国の
自動車産業では、自動化塗装システムと
いっても門型のフレームに沿って塗装機
が上下左右に動く「レシプロケーター」
が主流で、ハンドガン（スプレー）による
手作業で行っていた工場も少なくありま

ABB 製品の優れた塗装効率は、
材料費の節減はもとより環境
負荷の低減によって環境コスト
の削減にもつながります
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す。2つの上塗りラインのレシプロケー
ターを12台のプロセスアームロボットに
置き換えるこの工事で、ABBは延べ2
週間のライン停止だけで作業を完了し
ました。従来なら1カ月はかかっていた
工期をほぼ半分にしたことから、1時
間当たり43台を塗っていた2ラインが2
週間よけいに止まる経済的損失を約3
億5000万円（販売価格2万ドルの自
動車を、1日16時間、1カ月25日間塗
装するとして試算）セーブしたことになり
ます。

日本と現地のABBが
連携してサポート

一連のアジア太洋州地域のプロジェク
トでもうひとつ重要だったのが、ABBジャ
パンと現地のABBとの連携でした。「プ
ロジェクトを行ったすべての国と地域に
ABBの同僚たちがいます。ABBジャパ
ンは塗装技術のリードセンターとして、現
地のABBをリードしてゆく立場にあり、こ
れまで行ってきた約60のプロジェクトを通
じて、的確な顧客サービスを行う役割分
担ができました。さらに今後は、インター
ネット経由で機器の状態をモニターする
『Paint Anywhere』といったシステム
の導入によって、より迅速なアクションが
可能になるでしょう」と岡鼻は力を込めま
す。
成長地域に最先端の製品を提供し、
顧客の競争力向上と共に、エネルギー
使用量と環境負荷の最少化を目指す
のが、世界100カ国でインフラ整備や
製造設備のビジネスを展開するABB
の基本姿勢。ABBジャパンが開発と
製造を担当する塗装機器と、ABBジャ
パンが提供する確かなエンジニアリング
と革新的なソリューションが、アジアの
モータリゼーションの夜明けを支えてゆ
きます。

Interview

塗装ロボット・塗装機の
ベストパートナーとして
100％の満足を提供します
ABBが提供する塗装ロボット・塗装機
は現在、日本で自動車メーカーを中心に
幅広く活用され、国内で販売される乗用
車の80％以上の塗装にABBテクノロ
ジーが使われています。「今後は海外
マーケットの拡大にも注力し、ABBの先
進的なロボット製品やソフトウェアがお客
さまにどれだけのメリットをもたらすかを積
極的にアピールしていきたい。塗装ロボッ
ト・ソリューションのリーディングサプライ
ヤーになることが私たちの目標なのです」
とグースは言います。

では具体的に、ABBはお客さまにど
んなメリットを提供できるのでしょうか。そ
の問いに対して、グースはこう答えます。
「ABBはロボット・静電塗装の発明者で
あり、ロボット技術を塗装機に最大限に
活用するというソリューションでは、ABB
の右に出る企業は存在しません。ABB
がお客さまに提供できるメリットとしては、
塗料の節約や省エネによるライフサイクル
コストの低減、最適なロボット制御による
サイクルタイムの短縮などが挙げられま
す。さらに、強力なオフライン・プログラミ
ングツールを通じて、据付時間も最小限
に短縮できます」

取引先である自動車メーカー各社は現
在、北米や欧州、中国などでも活発な活
動を続けています。それらの企業にとって、
世界規模で事業を展開するABBのサ
ポートは、ビジネスを推進する上で大きな力

になっていることは言うまでもありません。日
本においては、ATMAチームが国内自
動車メーカーの工場に対応した新しいソ
リューションを開発し、同時に世界各地の
製造現場でもきめ細かなサービスを提供し
ています。「欧米のサプライヤーの中で、エ
ンジニアリングや販売、サービスといったフ
ルスケールの組織を日本に有するのは
ABBだけ」とグースは言います。「塗装テ
クノロジーのリーダーとして、プロダクトとソ
リューションの完全なパッケージを提供でき
るのが私たちの強みなのです」

日本で営業活動を行うことはまた、ABB
にとって別の面でもプラスになっていると
グースは続けます。「提供する製品・ソ
リューションの“質”が問われるのは、世界
中どこでも同じです。しかし、日本ではその
レベルが違います。日本で品質を認められ、
ビジネスを成功させることができれば、それ
は世界中どこでも通用するということ。日本
はまさに試金石であり、常に“完璧さ”を
追求してきたわれわれにとってそれは歓迎
すべきことなのです」

アルフォンス・グース（Alfons Goos）

1952年ベルギー生まれ。1987年米国ポスト大学で
MBA（Finance & Accounting）取得。エサブ社（マ
ネージングダイレクター）などを経て、1993年ABB 
ベルギーにフレキシブルオートメーション部門マネー
ジャーとして入社。その後、ABBアジア太平洋地域
マネージャーなどを歴任し、2003年にABB株式会社
へ。現在取締役上級副社長、グループバイスプレジデ
ント、ロボット・マニュファクチュアリングオートメー
ション（ATMA）部門長、アジア担当マネージャーを兼任。

アルフォンス・グース

取締役上級副社長
ロボット・マニュファクチュアリング
オートメーション（ATMA）部門長
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電動工具でおなじみのリョービ株式
会社は、世界トップクラスのダイカス
ト製品メーカーでもあります。軽量で
耐久性に富み、かつリサイクル性に優
れたアルミダイカスト製品を、日本内
外の自動車・二輪車メーカーや主要な
電機メーカーなどに供給しています。
同部門の拠点の静岡工場で活躍してい
るのが 25台のABBロボット。それら
をとりまとめ、生産性の向上に画期的
な役割を担っているのがABBの 3Dシ
ミュレーション＆プログラミングソフ
トウエア「RobotStudio™」なのです。

同工場でダイカスト部品の鋳造技術
を担当する井澤龍介さんはこう語り
ます。「過去に新しい設備の導入の際
に問題が発生すると、解決するまで
生産ラインを止めざるをえず、大き
なタイムロスになりました。しかし、
RobotStudio の活用で十分な調査や検
査が、事前に可能になったのです。初
めから最適な設備を導入でき、複雑
な問題や生産工程上の失敗を回避する
のも不可能ではありません。生産ライ
ンを止めずに済むようになったことか
ら、生産コストの大幅低減に役立って
います」

同社は先ごろ、得意先から新しいエ
ンジンブロックの量産要請を受けまし
た。開発期間がきわめて短いだけでな
く、最終製品の形状から導入すべき生
産設備の設計や、生産技術の面で困難
を伴うプロジェクトでした。このとき

の経験を井澤さんは次のよ
うに語ります。「RobotStudio
で生産設備の全体像を事前
に検討できただけでなく、
われわれが分からなかっ
た『量産は可能である』と
いうことをシミュレーションで確か
められました。現在、このエンジン
ブロックの生産はきわめて順調です。
RobotStudio がなかったら、このプロ
ジェクトは成功しなかったかもしれな
いし、顧客の信頼を得るのも難しかっ
たでしょう」

RobotStudio のリアルな３D画像で、
完璧な生産ラインのイメージを作り上
げられたことから、プロジェクト関係
者全員がそれを共有し、同じ方角を向
きながら問題解決に当たれるようにな
りました。その一例がRobotStudio を
使ってプログラムしたトランスミッ
ションケース用の生産システムです。
同工場長の浦辺寛さんはこのシステム
に大変満足しています。「バリ取り工
程のソリューションを巧みに構築でき
ました。独自性あふれるアイデアを導
き出してくれたこのソフトウエアに感
謝しています。RobotStudioこそ、ロボッ
トオートメーションの世界で唯一のソ
リューションでしょう」と浦辺さん。

最後に井澤さんは今後の展開につい
て、次のように語っています。「これか
らは、RobotStudio を様々な生産設備
に適用していきたいと考えています。

３Dシミュレーション＆
プログラミングソフトウエア
 RobotStudio™でコストダウンと短納期を実現

「ABBで夢のロボットに会った」

「将来の夢に一歩近づこう」とのテーマで「総

合的な学習」に取り組む小野市立小野東小学校

6年生の篠崎優太君が、ABB西神事業所（神

戸市西区）のロボットサービスセンターを訪れ

ました。

優太君の夢はロボットエンジニアになるこ

と。きびきびと動くロボットを目の当たりにし、

説明に当たったカスタマーサービス部のスタッ

フたちに熱心に質問を繰り返していました。「皆

さんがとっても優しくしてくれたので、ぼくは

よく質問ができました」とお礼状を寄せてくれ

た優太君。担当した同部の池田徳文は「インター

ネットなどでABBが産業用ロボットの世界的

なトップメーカーと調べてからご連絡をいただ

いたようです。こんな形で地域社会に貢献でき

たことをうれしく思います」と述べています。

それによって、完璧な機械設備が可能
になるかもしれません。特にスプレー
システムでは、オフラインプログラム
との完全融合を検討しています」

工場見学で地域社会のお役に

井澤さんはRobotStudioの使い方を1カ月で独習しました。オフライン
プログラミングの活用で、仕事内容は大きく変わったそうです
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ABB ジャパンは 1 月、2005 年～
2007 年の中期経営計画「BOSS 500」
を発表しました。ABB ジャパンの
「BOSS」コンセプトをいっそう徹底
することにより、2004 年度の受注約
270 億円からほぼ倍増する 500 億円
を、約 30％の人員増で実現させる狙
いです。
その主な戦略目標は「エネルギー
と創造性あふれる、強力で効率的な
組織を構築する」「日本市場の特定分
野でＡＢＢの製品・ソリューション
が現在占めている高シェアを維持・
拡大する」「電力、プロセスオートメー
ションの分野で ABB の存在感を強
化する」「人的資源をより有効活用す

る」などの各点。行動計画として「顧
客サービス」「業務優位性の向上」「新
規ビジネス」「社内制度改革」を挙げ、
3 年間で直実に実施してゆきます。
BOSS とは、B=Basic（ビジネスの
基本に立ち戻る）、O=Ownership（所
有者意識を持って実行を重視する）、
S=Smarter（賢く簡潔に仕事を進め
る）、S=Speak up（積極的に発言し、
よく話し合う）のイニシャルを組み
合わせたものです。「BOSS 500」は、
2000 年度に開始し 2004 年度に終了
した中期計画「Start 2000」を継承
するもので、「Start 2000」は、その
目標のほとんどを達成しました。

ABBジャパン、中期経営計画「BOSS 500」を開始

創造性ある少数精鋭で
2007年度受注 500 億円を狙う

ABBジャパングループのターボシス
テムズユナイテッド（TSU）が 2004年
にオープンした関西支社（西日本サー
ビスステーション）は、技術コンサル
ティングから、販売、サービス、物流
までを一貫して担当する西日本の一大
拠点です。分散していた設備をここに
統合し、いっそう効率的な顧客サービ
スを提供できるようになりました。
同支社では、エンジン設計段階から
搭載までの技術コンサルティングを
含む４ストロークエンジン用ターボ
チャージャー（ABB及び IHI製）の販
売、パーツの販売、主に船舶及び発
電プラントで使用されるターボチャー
ジャーのバランス調整、オーバーホー

ル、定期メンテナンス、緊急修理対応、
部品交換などといった 24時間体制のア
フターサービス、最新鋭の自動倉庫に
よるパーツのストックと全国への発送
……などの業務を行います。
また、関西支社のサービスは、ABB
ターボシステムズのワールドワイド
サービスネットワークの一翼をも担っ
ています。
ウォーターフロントの新名所、兵庫
県立美術館や、なぎさ公園、人と防災
未来センターにもほど近い同支社に、
ぜひお立ち寄りください。

TSU関西支社（西日本サービスステーション）

販売、サービス、物流の拠点に

住所：〒651-0073　
兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通2-3-2　
電話:078-200-3970（代）、ファクス:078-200-3095

ABB株式会社の副社長兼

パワーテクノロジー部門長

として1月より、ハンス・

グレイマー（写真）が着

任しました。グレイマーは 1977年に ABBの

前身のひとつであるASEAに入社して以来ABB

の電力機器ビジネスに携わっており、豊富な知

識と経験を持ちます。2004年 12月まではス

ウェーデンのABBパワーテクノロジー社でMV

スイッチギア担当の副社長を務めていました。前

任のステファン・ランストランド同様に、よろし

くお願い申し上げます。

PT 部門長に
ハンス・グレイマーが就任

BOSS
5

0

野口達也がATPA 部門長に

ABB株式会社の副社長兼

プロセスオートメーショ

ン(ATPA)部門長として、

野口達也（写真）が就任し

ました。野口は千代田化工建設株式会社でサウジ

アラビア駐在などを経て、フランス国立ポンゼ

ショセ大学大学院でＭＢＡを取得。2000年に

ＡＢＢに入社し、SAP導入担当マネージャー、

社長室長兼広報マネージャーなどを歴任しまし

た。野口は「いろいろと工夫を重ね、質・量とも

にビジネスの拡充を目指します」と抱負を語って

います。

  In brief

「BOSS 500」シンボルマーク
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  In brief

ABB グループの最高経営責任者
（CEO）に 2005 年 1月より、フレッド・
キンドレ（Fred Kindle）が就任しまし
た。前任の会長兼 CEOのユルゲン・
ドルマンは 1月から、ABB会長職に専
念しております。
キンドレはリヒテンシュタイン生ま
れの 44 歳。1988 年に米国ノースウエ
スタン大学でMBAを取得後、1992 年
にスイスに本拠を置くテクノロジー企
業スルザー（Sulzer AG）に入社し、

2001 年 に
は CEO に
就 任。 同
社の CEO
として戦
略の抜本
的な見直
しに手腕をふるいました。スルザー入
社前の4年間は、ニューヨークとチュー
リッヒのマッキンゼーでコンサルタン
トとして活躍しています。

ABBブランドキャンペーン
「Made in ABB」CMをテレビ放映

2004年の秋、CNNテレビなどで「Welcome 

to the world of ABB!」 と最後に流れるCMをご

覧になった方もいるかもしれません。ABBグルー

プはこの CMを CNN、BBC World、CNBC で

放映。同時に『フィナンシャル・タイムズ』、『ウォー

ルストリート・ジャーナル』、『インターナショナル・

ヘラルド・トリビューン』、『フォーブス』、『フォー

チュン』、『ニューズウィーク』、『タイム』といっ

た一流の経済紙・誌で広告キャンペーンを展開し

ました。

その内容は、チョコレートの生産からスキーリ

フト、ゴルフコースの散水、電気自動車による世

界最高速への挑戦、歴史的建築物の保存の支援、

そして主要な産業活動に至るまで、ABBがどの

ような事業を展開し、いかに人々の生活と接点を

持っているかに焦点を当てています。CMに出演

しているのは、ABBアメリカの本当の社員たち。

彼らを案内役として「コマーシャル中で取り上げ

ているような成果をだれが成し遂げたか」や「ABB

が日常的に顧客をどのように支援しているか」を

伝えています。

ユルゲン・ドルマンは会長職に

ABBグループCEOにフレッド・キンドレが就任

ABB のユルゲン･ドルマン会長兼
CEO（当時）は 2004 年 11 月、北京
で行った記者会見で「ABB は中国で
2008 年までに 5,000 人を新たに雇用
し、受注額と売上額を 40 億ドルへ倍
増する計画です」と発表しました。

ABB にとって中国は現在、売上額
でアメリカとドイツに次ぐ市場です。
「ABB グループには、明確に定めら
れた 5 項目の戦略があり、中国での

大きな目標を達成するのに役立って
くれるでしょう」とドルマンは述べ
ました。5項目とは、毎年 20％の成長、
新規の 1 億ドル規模の投資や、北京
に新たな研究開発センターを開設し
現地のニーズに応える……などを骨
子とするものです。
ABB は現在、中国で 27 法人を展
開、30 の主要都市に事業所を置き、
約 7,000 人を雇用しています。

今後 3 年間で 5,000人を増員、売上倍増で40 億ドルへ

ABB、中国戦略を発表

ABBはこのほど、エストニアとフィ
ンランドの電力系統を結ぶ新しい送電
線の設計・建設・敷設プロジェクトを、
公開入札で受注しました。ABBの受注
額は1億1000万ドル（約105億円）です。
このエストリンク（Estlink）プロジェ
クトは、2004 年半ばの欧州連合（EU）
拡大以降、新規加盟国とEU圏内で行

う初めての相互連系です。電力供給の
安定性を最大限に高めながら環境負荷
を最小限に抑えるABBの HVDC（高
圧直流）Light 技術を使用し、送電線
の長さは約 100kmに及びますが、油の
使用はなく、磁界も形成しません。工
期は 20 カ月未満で、記録的な短期間
で運用を開始する予定です。

HVDC Light 技術で欧州横断ネットワークの拡大に貢献

エストニア～フィンランド間の送電プロを1億ドルで落札
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世界最先端クラスの設備を実現

ABBジャパンテクニカルセンター
新装オープン
ABB株式会社が約4億円を投資し

て進めてきたテクニカルセンター（静岡
県島田市）の設備増強がこのほど完成
しました。これにより、静電塗装機や塗
装ロボットの研究開発・テスト設備を世
界最先端クラスのものに更新すると共
に、静電塗装機の生産設備と生産体
制を強化。さらに、プレゼンテーション
ルームや顧客トレーニング設備を拡充
し、来訪者によりいっそう便利で快適に
ご利用いただけるようになりました。
ABB株式会社は、ABBグループの
塗装機器の分野における研究開発と
製造の拠点で、グループのネットワーク
を通じて世界各国の顧客に製品を供給
しています。また、ABBグループのアジ
ア・太平洋地域における塗装ビジネスの
リードセンターとして、日本国内はもとより
中国や韓国、台湾、マレーシア、タイ、
インドネシア、インド、フィリピンなどの自
動車工場を中心に、最先端の塗装ソ
リューションを提供してきました。
自動車塗装を中心とするハイエンドの
塗装業界では、塗装効率を上げて塗
料や有機溶剤を削減し、環境負荷と製
造コストの低減を図ることが大きな課題
になっています。ABBは世界各国の自
動車メーカーの多様な顧客ニーズにお
応えし、さまざまなソリューションを提供
して高い評価をいただいて参りました。
こうした背景から、今後ますます増大す
る需要にお応えするため、ABBは日本
のテクニカルセンターの一層の拡充を決
定しました。

今回の設備増強の主なポイントは、以
下の通りです。

■ 機器の研究開発・テスト設備
塗装機器・塗装ロボットの開発テスト
や、顧客向けシステムの実証テストを行
うペイントラボの機能を、最先端の機器
を導入して強化。塗装機の研究開発用
の計測機器やソフトウエアも、より高水準
なものを導入し、研究・開発の一層のス
ピードアップと、効率化を図っています。
また、ABBでは日本で初めて、ロボット
を使ったシーリングシステム（シール材の
自動塗布システム）のデモンストレーショ
ンとテスト用の設備を設置しました。

■ 塗装機器の生産設備
生産設備を大幅に増強すると共に、
生産方法を見直し、製品の性能と品
質、信頼性をより確固たるものにしまし
た。今後3年間で塗装機の製造能力を
倍増させます。

■ 顧客向け設備
産業用ロボットのデモンストレーション

スペースを新設し、顧客トレーニング設
備とプレゼンテーションルーム、応接ス
ペース、会議室などを拡充しました。

よりパワフルに生まれ変わったABB
ジャパンテクニカルセンターを、ぜひ一度
お訪ねください。

日本初のシーリング材塗布システムのデモンストレー
ション装置。高精度な自動化を実現できることから、さっ
そく日本国内のお客さまの注目を集めています

各種ペイントソリューションのテストを行うペイント
ブースには、最先端のエンハンスドロボット（右前）とプ
ロセスアームロボット（右後）を装備しました

より高品質で信頼性の高い製品をお届けするため、製造
した製品のテスト用に高精度なデジタル計測機器を導入
しました。いつも入念な作業が行われています

製造する製品の品質確保に欠かせないクリーンルームを
従来よりもスケールアップしました。人間はもとより機
材や材料もエアーシャワーを浴びてから入室

緑豊かな環境に恵まれた静岡県島田市のテクニカルセン
ター。ABBが誇る最先端のペイントソリューションを開
発し、グループを通じて世界中の顧客に供給しています



ABB Group 2004 Results

ABBグループは 2月 17 日（スイス
現地時間）、2004 年第 4四半期と 2004
年通期の業績を発表しました。パワー
テクノロジー（PT）とオートメーショ
ンテクノロジー（AT）の両基幹ディ
ビジョンの受注・売上の堅調な増加に
伴い、利払い税引き前利益（EBIT）は
2004 年度通期で 10億 8400 万ドルに達
しました。純利益は2億 100万ドルで、
前年度比 9億 8000 万ドルの増です。
第 4四半期のEBITは、倍増を上回
る伸びで 2億 6400 万ドルとなりまし
た。これに大きく寄与したのが、パワー
テクノロジーとオートメーションテ
クノロジーの両基幹ディビジョンにお
ける売上の２けた台の伸びです。営業
活動からのキャッシュフローについて
は、第 4四半期で 32％増の 8 億 8000
万ドル、通期では 9億 6200 万ドルに
達しました。 
しかし、第 4四半期にはいくつかの
臨時費用が発生し、EBITを圧迫しま
した。臨時費用の内訳は、基幹ディビ
ジョンで約6500万ドル（債権の評価減、
プロジェクトに関するヘッジロス、合
理化費用など）、非基幹活動で 3000 万
ドル（アフリカでのインフラ事業に関

ABBグループ、
2004 年度通期で
黒字を回復
両基幹事業の
受注・売上が堅調に増加
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する臨時費用など）です。さらに、非
継続事業の一部として残存している事
業に関連した約 6000 万ドルの非現金
費用も、第 4四半期純利益のマイナス
要因となりました。 
ABB のフレッド・キンドレ社長兼
CEOは次のとおり述べています。「黒
字転換の節目となる重要な年に、多く
の目標を達成できました。コストをさ
らに低減し、生産性が向上しました。
ほとんどの市場が活気を取り戻しつつ
あることもあり、EBITは大幅に増加
し、約 10 億ドルの黒字を回復するこ
とができました」
なお、オイル・ガス・石油化学（OGP）
事業の残存部分を継続事業に振り替え
たことを反映するため、グループ全体
の 2005 年度目標EBITマージンを 8％
から 7.7％に調整しています。収益・
成長に関するその他の目標は変更あり
ません。

ABBグループの日本法人であるABB株
式会社の2004年度（2004年1月～12月）
業績は、受注が約270億円で前年（234
億円）から15％の伸びを記録しました。
2000年度から5期連続で、10％以上の成
長を継続しています。
ATMA（ロボット・マニュファクチュアリン

グオートメーション）部門が順調に受注を伸
ばしたのに加え、PT（パワーテクノロジー）
部門が前年から倍増する受注を記録したこ
と、さらに全社的な人材の増強によってより
優れたサービスを提供できるようになったこと
などが好業績に貢献しました。2005年度も
人材の増強を継続し、ABBグループが誇
るトップクラスの製品、システム、サービス、ソ
リューションを日本のお客さまに提供。より高
い付加価値を生み出すビジネスをお客さま
と共に構築して参ります。

5期連続で10％以上の受注増 

ABB 株式会社

2004年第4四半期および通期の主要数値（未監査）1

（単位：百万米ドル） 2004Q4 2003Q4 前年同期比2 2004 2003 前年比2

受注 グループ 5,216 4,726 10% 21,689 19,701 10%

パワーテクノロジー 2,216 1,971 12% 9,372 7,682 22%

オートメーションテクノロジー 2,722 2,570 6% 11,334 9,691 17%

売上 グループ 5,971 5,357 11% 20,721 20,427 1%

パワーテクノロジー 2,574 2,178 18% 8,755 7,598 15%

オートメーションテクノロジー 3,168 2,684 18% 11,030 9,628 15%

EBIT 3 グループ 264 127 108% 1,084 357 204%

パワーテクノロジー 164 174 -6% 610 595 3%

オートメーションテクノロジー 281 218 29% 1,027 738 39%

非基幹活動 -31 -118 -46 -467

コーポレート -150 -147 -507 -509

EBITマージン グループ 4.4% 2.4% 5.2% 1.7%

パワーテクノロジー 6.4% 8.0% 7.0% 7.8%

オートメーションテクノロジー 8.9% 8.1% 9.3% 7.7%

非継続事業に起因する損失 -82 -234 -247 -408

純利益（損失） 13 -391 201 -779

一株あたりの基礎利益（損失） 0.01 -0.29 0.10 -0.64

ABB株式会社
〒150-8512  東京都渋谷区桜丘町 26-1 セルリアンタワー
Tel: 03-5784-6254   Fax: 03-5784-6281
e-mail: bs.communications@jp.abb.com
www.abb.co.jp

1 オイル・ガス・石油化学事業の残存部分を継続事業に、その他の活動を非継続事業にそれぞれ2004年に分類替えした
ことを反映するよう調整　2 米ドルベースでの比率　3 利払い税引き前利益
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